
                会    議    録      （１／６） 

会 議 の 名 称   令和６年度 第１回坂戸市市民参加推進会議 

開 催 日 時        
    令和６年５月１６日（木） 

    午後２時００分  開会  ・  午後３時３５分  閉会 

開  催  場  所   坂戸市中央地域交流センター ２階 学級室 B 

議長（委員長・        

会長）の氏名 
  柳澤智美会長 

出席者（委員）の 

氏名・出席者数 

矢島秀章委員、相馬洋子委員、 

鹿ノ戸健次委員、松林豊委員、島和男委員 計５名 

欠席者（委員）の 

氏名・欠席者数 
久保彰子委員 １名 

事務局職員の        

職・氏名 

市民部 髙山部長、小澤次長 

市民生活課 庄司課長、徳永課長補佐、仲村主事 

会  議  次  第 

１  開    会 

２  挨  拶 

３ 審議事項 

 ⑴ 坂戸市提案型協働事業補助金について 

   （令和６年度申請団体のヒアリング、令和５年度実施

団体の報告） 

  ⑵ 坂戸市の市民参加手続について 

    （令和５年度実施状況、令和６年度実施予定） 

  ⑶ その他 

４  閉    会 

配  布  資  料 

・会議次第 

・資料１ 令和６年度提案型協働事業 

・資料２ 令和５年度提案型協働事業 実施報告 

・資料３ 坂戸市の市民参加手続について 
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１ 開会 

 

２ 挨拶 

会長挨拶 

 

３ 自己紹介 

令和６年度事務局職員紹介 

 

４ 審議事項 

⑴ 坂戸市提案型協働事業補助金について 

 令和６年度提案型協働事業の申請及びヒアリングについて、

資料１のとおり説明。 

 

 昨年度は予算状況により、申請件数７件のうち６件が採択さ

れることとなったが、今年度の予算状況はどうなのか。 

 

 申請件数に対応できる予算は確保している。 

 

 これより令和６年度申請団体のヒアリングを実施する。 

 

【令和６年度申請団体ヒアリング】 

地域食堂みんなでここ de ごはん 

 この事業で使うキッチンカーは、団体の代表者が持参してい

るものなのか。 

 

 そのとおりである。 

 

 キッチンカーで料理を作り、料理を提供する場所を設けると

いうことでよいのか。 

 

 そのとおりである。 

 アクセスの悪い地域を対象に料理を提供したい。 

 

 月にどのくらい活動をするのか。 

 

 月に１回を予定している。 

 

 主な活動履歴の中に申請内容と同じような活動が記載され

ているが、実際に行ってみた反響はどうだったのか。 
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会長 

周知も兼ねて実施したが、食材を提供してくれる人や協力し

てくれる人が現れ、反響はとても良かったと感じた。 

今回の事業に関しても、まずは活動回数を月に１回とし、協

力してくれる人が増えたら、２回３回と徐々に増やしていこう

かと考えている。 

活動場所については、小学生が来られる範囲内とし、開催時

間については、土曜日の昼に行う予定であるため、親子連れで

参加して交流を深めてもらいたい。 

 

欠席している委員から事前に質問をいただいているため、事

務局が代わりに質問させていただく。 

予算書に社会福祉協議会の年会費の記載があるが、これは必

要な経費なのか。 

 

年会費を払うとイベント保険に加入できるため、予算に組み

込んでいる。 

しかし、事業とは別にキッチンカーで加入している保険もあ

るため、必要に応じて社会福祉協議会の年会費を支出すること

を考えている。 

 

保健所の届出には大腸菌検査は２名となっているが、申請書

には調理する人が３名と記載されているのはなぜか。 

 

１名は幼稚園で給食を作っている調理員であり、既に検査済

みであるため保健所の届出には記載していない。 

 

子ども食堂やまちゃん 

 補助金がなくなった後は、どのように活動していくのか。 

 

 毎月の子ども食堂でお弁当を配布しているが、中学生以上に

ついては有料で行っているため、そういったところで財源を確

保していく。 

 

 メニューについては、だれが考えているのか。 

 

 会員の中に管理栄養士がおり、ご寄附いただく食材と旬の食

材を活用する献立を考えている。 

  

 こどもにも情報を発信できるよう取り組んでほしい。 
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昨年度から LINE 公式アカウントを開設し、情報周知に取り

組んでいるが、こどもに向けた周知方法も今後検討していく。 

 

 欠席している委員からの質問である。 

 食材費は１回当たり１万円の経費となっているが、何食提供

予定なのか。 

 また、活動拠点の選定については、本来子ども食堂が必要な

こどもに届くように、民生委員などの協力を得るなどして周知

について工夫をしてほしいとの意見があった。 

 

 1,000食を提供予定である。 

今年度、学校と連携してこどもたちにチラシを配布する予定

であるため、このような対策をして周知していきたい。 

 

SDGs坂戸ふれあい食堂 

 昨年度の報告会で提出のあった決算書の事業費総額が９７

万円であったが、今年度は７２万円の予算となっている。予算

が減った理由は。 

 

 今年度については、小学生以下のこどもたちには無料で提供

することとしたため、収入が減ることで事業費も減っている。 

 

 こどもたちに対しての「学習」とは、どのように行うのか。 

 

 例えば、大学受験をしたいが中学生の頃に不登校であったた

め、勉強が遅れしまっている人に対して教えることや、学童保

育でなかなか宿題に取り組めないこどもたちに、教科別の先生

に勉強を教えてもらうといった方法で行う。 

 

 何人くらいのこどもたちを対応するのか。 

 

 最初は１人、２人と少人数で行い、最終的には１０人までを

考えている。 

 

坂戸いきいき＠ 

 達人が３０名いるとの説明があったが、何名か候補者はいる

のか。 

 また、全国でこのような取組を行っている事例はあるのか。 
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会員名簿の中にも達人がいるため、何名か候補者はいる。 

全国で取り組んでいるかは分からないが、前に同じような事

業を行ったとき、名人の冊子を作製したことがある。 

 

 以前、同じような取組を行ったことがあるが、そもそも高齢

者を活動の場に引き出すことが難しく、断念した経験がある。 

 達人などの高齢者を引き出す策はあるのか。 

 

 その高齢者に対して、役割を持たせると比較的出て来てくれ

る傾向にある。 

 

 達人は男性が多いのか。 

 

 女性のほうが多い。 

 

Sky’s 

 活動周知がメインなのか。 

 

 認知してもらい、坂戸市に住みたいと思ってもらえるような

活動をしたい。 

 

 どのように周知をしたいのか。 

 

 市広報紙や社会福祉協議会との連携、市内のイベントなどで

周知を図りたい。 

 

 介護保険の事業などとは関係がないのか。 

 

 関係がなく、ボランティアで行っている。 

 

ご縁のおうち 

 不登校になっているような外に出て来られないこどもたち

に対して、どのように呼び込むのか。 

 

 親同士のつながりやＳＮＳなどを通じて周知し呼び込む。 

 また、こども家庭センターから周知をしてもらうことを考え

ている。 

 

坂戸市ではどのくらい不登校の児童がいるのか。 
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 学校の規模にもよるが、各学年に１人はいると思われる。 

  

 対象が小学生から高校生だと年齢の幅が広いと思うが、どの

ように対応するのか。 

 

 ３名から６名のスタッフを常に配置し対応する。 

 

 実施する時間帯は、何時から何時までなのか。 

 

 こどもへの対応は１１時から夕方のチャイムが鳴るまでと

し、大人への対応は１３時から夕方のチャイムが鳴るまでとす

る予定である。 

【ヒアリング終了】 

 

令和５年度提案型協働事業の実施結果について、資料２のと

おり報告。 

 

⑵ 坂戸市の市民参加手続について 

 資料３のとおり説明。 

 

 審議会等の開催については、どのように周知しているのか。 

 

 開催周知のとりまとめを市民生活課が行っており、会議の所

管課から情報提供があり次第、ホームページを編集して掲載し

ている。 

 

審議会等の実施結果や委員のコメントを市ホームページに

掲載した方が良いのではないか。 

 

会議の開催結果については、各所管課が対応している。 

 

 

⑶ その他 

次回の開催日は、６月２７日（木）午後２時からを予定し

ている。 

 

４ 閉会 

 

 


